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◇
２
０
２
４
年
度
は
役
員
改
選
の
年
に

当
た
り
、
理
事
選
挙
を
「
細
則
」
第
１

条
に
よ
っ
て
、
無
記
名
の
郵
送
投
票
で

行
っ
た
。
投
票
は
12
月
11
日
正
午
に
締

め
切
り
、
午
後
６
時
半
か
ら
選
挙
管
理

委
員
会
に
よ
っ
て
開
票
さ
れ
た
。

　

選
挙
管
理
委
員
は
、
石
井
育
子
さ
ん
、

小
泉
世
津
子
さ
ん
、
西
川
博
泰
さ
ん
の

３
会
員
に
委
託
。
互
選
に
よ
り
小
泉
さ

ん
を
委
員
長
に
選
出
し
開
票
を
進
め
た
。

◇
選
挙
結
果
の
公
表（
細
則
第
４
条
）

　

会
員
数
１
９
５　

投
票
総
数
１
０
９

有
効
投
票
数
１
０
７　

無
効
票
２　

投

票
率
55
・
90
％

◇
理
事
候
補
者
に
つ
い
て

　

理
事
選
挙
の
得
票
数
の
上
位
15
名
ま

で
の
会
員
に
理
事
候
補
者
と
し
て
文
書

で
お
知
ら
せ
し
、
理
事
に
就
任
す
る
意

志
の
有
無
を
確
認
し
た
う
え
、「
理
事

会
準
備
会
」を
開
催
す
る
。

新
年
度
理
事
選
挙
、

開
票
結
果
の
報
告

音 

好
宏

川
喜
田
尚

中
島
好
登

桜
井
聖
子

水
島
宏
明

藤
田
真
文

桧
山
珠
美

出
田
幸
彦

茅
原
良
平

市
村 

元

古
川
柳
子

入
江
た
の
し

丹
羽
美
之

山
田
健
太

五
井
千
鶴
子

国
枝
智
樹

鈴
木
嘉
一

鈴
木
健
司

滝
野
俊
一

家
田
利
一

原 

真
長
井
展
光

堀
木
卓
也

78
票

46
票

46
票

45
票

36
票

35
票

33
票

28
票

26
票

24
票

24
票

21
票

18
票

18
票

17
票

16
票

16
票

16
票

16
票

14
票

14
票

13
票

13
票

12
票

12
票

11
票

11
票

10
票

10
票

10
票

9
票

9
票

8
票

8
票

8
票

7
票

7
票

7
票

7
票

7
票

6
票

6
票

6
票

6
票

6
票

5
票

5
票

奥 

律
哉

砂
川
浩
慶

岡
室
美
奈
子

仲
宇
佐
ゆ
り

石
井 
彰

風
間
恵
美
子

加
藤
久
仁

永 

麻
理

小
林 

毅

岩
根
彰
子

太
田
省
一

渡
邊 

悟

飯
田
み
か

碓
井
広
義

小
泉
世
津
子

服
部
千
恵
子

三
原 

治

小
田
桐
誠

影
山
貴
彦

河
野
尚
行

境
真
理
子

中
町
綾
子

汲
田
亜
紀
子

山
田
眞
嗣

4
票

4
票

4
票

4
票

4
票

4
票

4
票

4
票

4
票

4
票

3
票

3
票

3
票

3
票

3
票

3
票

3
票

3
票

3
票

3
票

3
票

3
票

3
票

3
票

北
郷
裕
美

齊
藤
潤
一

さ
ら
だ
た
ま
こ

高
堀
冬
彦

西
森
路
代

服
部
洋
之

福
島
俊
彦

宮
崎
美
紀
子

本
橋
春
紀

渡
邊
久
哲

石
井
育
子

石
田
研
一

掛
原
雅
行

片
桐 
理

兼
高
聖
雄

古
賀
靖
典

小
玉
美
意
子

下
田
ま
り
子

高
瀬 

毅

辻 

一
郎

戸
田
桂
太

戸
部
田
誠

旗
本
浩
二

樋
口
喜
昭

3
票

3
票

3
票

2
票

2
票

2
票

2
票

2
票

2
票

2
票

2
票

2
票

2
票

2
票

2
票

2
票

2
票

2
票

2
票

2
票

2
票

1
票

1
票

1
票

丸
山
友
美

宮
前
周
司

山
家
誠
一

石
橋
さ
や
夏

梅
田
恵
子

大
野 

茂

小
林
浩
子

櫻
井 

要

下
重
暁
子

竹
林
紀
雄

塚
本 

茂

永
田
俊
和

並
木
浩
一

西
畠
泰
三

堀 

義
貴

松
浦
さ
と
子

松
浦
正
和

松
田
健
次

松
山
秀
明

三
谷
実
可

柳
川
素
子

安
部 
裕

市
川
哲
夫

伊
藤
友
治

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

井
上
佳
央
里

今
宿
裕
昭

鵜
飼
一
嘉

岡
田
芳
枝

小
原
道
雄

柿
谷
浩
一

勝
野
正
博

金
山 

勉

川
野
康
之

北
尾
昌
大

木
下
一
郎

木
原 

毅

上
滝
徹
也

黄 

莉
香

小
林
英
美

佐
藤
友
紀

島
崎
英
雄

生
野 

徹

真
銅
健
嗣

鈴
木 

昭

鈴
木
武
人

陶
山
賢
治

田
中
早
苗

田
中
千
恵

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

1
票

千
葉
邦
彦

鳥
谷 

規

中
村
正
敏

中
村
美
子

新
美
妙
子

平
岩 

潤

平
岩 

基

藤
岡
美
玲

ペ
リ
ー
荻
野

星
野 

裕

本
庄
雅
之

迎 

康
子

村
田
玲
子

元
橋
圭
哉

本
村
隆

山
口
菜
穂
美

山
下
治
城

吉
田
正
樹

※
２
０
２
３
年
10
月

31
日
入
会
者
ま
で

対
象
。

※
同
票
数
の
場
合
は

五
十
音
順
に
記
載
。
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２
０
２
３
年
12
月
19
日
、
12
月
理
事
会
を
、

約
４
年
ぶ
り
に
リ
ア
ル
で
開
催
し
た
。

１
．
委
員
会
活
動
報
告

◇
出
版
編
集
委
員
会　

鈴
木
委
員
長

・
12
月
14
日
に
Ｚｏ
ｏ
ｍ
で
委
員
会
を
開
催
し
た
。

・「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」
３
月
号
特
集
は
「
旧
ジ
ャ
ニ

ー
ズ
問
題
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
」。
旧
ジ
ャ

ニ
ー
ズ
事
務
所
が
芸
能
界
、
メ
デ
ィ
ア
を
席
巻

す
る
帝
国
と
な
っ
た
歴
史
的
経
緯
、“
沈
黙
す

る
メ
デ
ィ
ア
”
と
の
関
係
性
な
ど
、
事
件
の
全

体
構
造
に
つ
い
て
、
太
田
省
一
さ
ん
に
執
筆
を

依
頼
。
他
に
、
日
本
の
芸
能
界
や
メ
デ
ィ
ア
の

あ
り
方
、
社
会
慣
行
な
ど
、
潜
在
的
な
諸
問
題

が
あ
ぶ
り
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
宗
教
社
会

学
や
広
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
小
児
性
犯
罪
を

扱
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
制
作
者
な
ど
、
各

専
門
分
野
の
識
者
に
よ
る
多
角
的
な
記
事
を
掲

載
予
定
。
表
紙
は
堀
田
真
由
さ
ん
、
ザ
・
パ
ー

ソ
ン
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督
の
大
島

新
さ
ん
。

・
同
号
よ
り
、
伊
藤
友
治
さ
ん
に
よ
る
国
際
報

道
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
企
画
「
国
際
報
道
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
！
」
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
連
載
が
ス
タ
ー
ト

す
る
。
さ
ら
に
、入
江
た
の
し
理
事
に
よ
る「
ラ

ジ
オ
は
Ｂ
ｔｏ
Ｂ
か
ら
Ｂ
ｔｏ
Ｃ
へ
」
の
短
期

集
中
連
載
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。

・
ま
た
、
11
月
８
日
～
11
日
に
韓
国
で
開
催
さ

れ
た
「
日
韓
中
テ
レ
ビ
制
作
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
つ
い
て
現
地
報
告
リ
ポ
ー
ト
を
掲
載
す
る
。

・４
月
号
特
集
は
二
本
立
て
。特
集
１
で
は「
Ａ

Ｉ
と
放
送
」。
特
集
２
は
、
11
月
29
日
に
訃
報

が
伝
え
ら
れ
た
脚
本
家
の
山
田
太
一
氏
を
偲
び
、

そ
の
歩
み
と
放
送
界
に
果
た
し
た
業
績
に
つ
い

て
、
通
常
の
追
悼
記
事
を
拡
大
し
特
集
と
し
て

扱
う
こ
と
と
し
た
。

◇
選
奨
事
業
委
員
会

〈
テ
レ
ビ
部
門
〉  

古
川
委
員
長

・
11
月
29
日
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
月
評
会
を
開
催
し

た
。
11
月
度
月
間
賞
に
は
、「
有
吉
弘
行
の
脱

法
Ｔ
Ｖ
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
20

ｍ
ｉ
ｎ.

「
ニ
ッ
ポ
ン
お
も
ひ
で
探
訪
～
北
信
濃　

神
々
が
集
う
里
で
～
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）、
Ｎ
Ｎ
Ｎ
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
'23
「
い
ろ
め
が
ね
～
部
落
と
差
別

～
」（
山
口
放
送
）、「
そ
れ
っ
て
! ?
実
際
ど
う
な

の
課　

ゴ
ー
ル
デ
ン
２
時
間
Ｓ
Ｐ
」（
中
京
テ
レ

ビ
）の
４
本
を
選
出
し
た
。

〈
ラ
ジ
オ
部
門
〉  

桜
井
委
員
長

・
12
月
10
日
に
リ
ア
ル
で
定
例
会
を
開
催
し
た
。

「
大
人
の
ラ
ジ
オ
」
を
テ
ー
マ
に
、「
大
人
の
ラ

ヂ
オ
」（
ラ
ジ
オ
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
）、「
大
垣
尚
司・

残
間
里
江
子
の
大
人
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」（
文
化
放

送
）、「
ｏ
ｔｏｎａｎｏ
ラ
ジ
オ
」（
Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ

マ
）、「
あ
さ
こ
・
佳
代
子
の
大
人
な
ラ
ジ
オ
女

子
会
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
１
）
を
聴
取
し
議
論
を
交
わ

し
た
。

〈
Ｃ
Ｍ
部
門
〉  

家
田
委
員
長

・
12
月
15
日
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
定
例
会

を
開
催
し
、
40
作
品
の
Ｃ
Ｍ
を
視
聴
し
た
。
Ｓ

ｍ
ａ
ｒ
ｔ
Ｈ
Ｒ
「
家
族
ド
ラ
マ
」、
コ
カ
・
コ
ー

ラ　

ジ
ョ
ー
ジ
ア
「
冬
の
２
分
ド
ラ
マ
」
な
ど

の
Ｃ
Ｍ
が
注
目
を
浴
び
た
。
Ｊ
ｏ
ｈ
ｎ 

Ｌｅ
ｗ

ｉｓ
や
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
、
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
な
ど
の
海

外
の
ク
リ
ス
マ
ス
Ｃ
Ｍ
が
好
評
を
集
め
た
。

〈
報
道
活
動
部
門
〉  

茅
原
委
員
長

・
１
月
に
情
報
交
換
会
を
開
催
予
定
。

◇
企
画
事
業
委
員
会　

事
務
局

・
報
告
は
特
に
な
し
。

◇
広
報
委
員
会　

滝
野
委
員
長

・
12
月
８
日
に
リ
ア
ル
で
委
員
会
を
開
催
し
た
。

・
11
月
29
日
、
12
月
１
日
に
Ｙｏ
ｕ
Ｔｕ
ｂｅ
チ

２
０
２
４
年
度
１
～
３
月
期

暫
定
予
算
案
承
認

―
 12
月
理
事
会
報
告
―
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ャ
ン
ネ
ル
再
生
リ
ス
ト
「
第
61
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ

ー
賞〈
入
賞
〉〈
奨
励
賞
〉」掲
載
。

・
Ｇ
メ
ン
バ
ー
：
１
０
３
７
名（
12
／
７
現
在
）。

・『
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
60
年
史
』関
連

11
月
30
日
～
12
月
８
日
に
正
会
員
、
維
持
会

員
社
長
・
担
当
窓
口
、
民
放
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ

ー
賞
窓
口
、
贈
賞
式
出
席
の
申
込
者
、
執
筆

者
・
関
係
者
、
図
書
館
な
ど
に
約
８
５
０
冊

送
付
。

12
月
11
日
ブ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
カ
ー
ほ
か
電
子
書

店
に
て
電
子
版
の
販
売
を
開
始
。
価
格
は
４

０
０
０
円（
税
込
）。

理
事
や
正
会
員
、
Ｇ
メ
ン
バ
ー
（
先
着
50
名

程
度
）
に
、
割
引
価
格
３
０
０
０
円
（
税
込
）

で
販
売
す
る
こ
と
を
理
事
会
で
承
認
し
た
。　

・
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
賞
10
月
度
月
間
ノ
ミ
ネ
ー

ト
は
、
ド
ラ
マ
24
「
き
の
う
何
食
べ
た
？
ｓ
ｅ

ａ
ｓ
ｏ
ｎ
２
」（
テ
レ
ビ
東
京
）、日
曜
ド
ラ
マ「
セ

ク
シ
ー
田
中
さ
ん
」（
日
本
テ
レ
ビ
）、「
た
と
え

あ
な
た
を
忘
れ
て
も
」（
朝
日
放
送
テ
レ
ビ
）
に

決
定
し
た
。

２
．
２
０
２
４
年
１
～
３
月
度
収
支
予
算
の
件

・
中
島
好
登
事
務
局
長
よ
り
、
２
０
２
４
年
度

１
～
３
月
度
の
総
額
約
１
２
０
０
万
円
の
暫
定

予
算
案
が
上
程
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

・
２
０
２
２
年
４
～
５
月
に
発
生
し
た
Ｇ
メ
ン

バ
ー
不
正
入
会
費
約
２
０
０
０
万
円
に
つ
い
て
、

税
理
士
の
指
導
を
受
け
、
23
年
度
は
仮
受
金
と

し
て
処
理
し
た
が
、
24
年
度
で
「
雑
収
入
」
と

し
て
会
の
収
入
と
し
て
計
上
し
、
25
年
度
に
基

金
に
移
行
す
る
方
針
と
し
た
。

３
．
そ
の
他

①
放
懇
理
事
選
挙
報
告

開
票
：
12
月
11
日
18
時
半
～
21
時
に
実
施
（
投

票
率
55
・
90
％
）

選
挙
管
理
委
員
：
小
泉
世
津
子
会
員
（
委
員

長
）、
石
井
育
子
会
員
、
西
川
博
泰
会
員

現
況
：
得
票
数
上
位
15
名
に
諾
否
を
確
認
中

②
事
務
局
人
事
に
つ
い
て

２
０
２
４
年
１
月
１
日
付
で
、
事
務
局
の
福
島

美
子
を
事
務
局
次
長
か
ら
事
務
局
主
管
、
山
本

夏
生
を
事
務
局
次
長
と
す
る
。

③
ザ
・
ベ
ス
ト
ラ
ジ
オ
２
０
２
３
放
送

２
０
２
３
年
12
月
29
日
14
時
～
18
時
に
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
―

Ｆ
Ｍ
で
全
国
放
送
予
定
。
12
月
18
日
に
正

会
員
、
放
懇
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
告
知
。

今
後
の
理
事
会

２
０
２
４
年
１
月
29
日
、
２
月
29
日
、
３
月
20

日（
理
事
会
・
総
会
）

【
出
席
】
音
好
宏
、
川
喜
田
尚
、
出
田
幸
彦
、
桜

井
聖
子
、
鈴
木
健
司
、
古
川
柳
子
、
家
田
利
一
、

茅
原
良
平
、
滝
野
俊
一
、
市
村
元
、
入
江
た
の
し
、

奥
律
哉
、
風
間
恵
美
子
、
五
井
千
鶴
子
、
小
林
毅
、

長
井
展
光
、
仲
宇
佐
ゆ
り
、
桧
山
珠
美
、
山
田

健
太
、
中
島
好
登

会
議
記
録

［
12
月
］ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

8
日 

広
報
委
員
会

12
日 

（
選
奨
）ラ
ジ
オ
定
例
部
会

14
日 

出
版
編
集
委
員
会

15
日 

（
選
奨
）Ｃ
Ｍ
定
例
部
会

19
日 

理
事
会

26
日 

（
選
奨
）テ
レ
ビ
月
評
会

4年ぶりリアル開催の理事会
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◆
11
月
理
事
会
報
告

　

２
０
２
３
年
11
月
30
日
、
11
月
理
事
会
を
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
て
開
催
し
た
。

１
．
委
員
会
活
動
報
告

◇
出
版
編
集
委
員
会　

鈴
木
委
員
長

・
11
月
13
日
に
Ｚｏ
ｏ
ｍ
で
委
員
会
を
開
催
し
た
。

・「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」２
０
２
４
年
２
月
号
は
２
年

ぶ
り
の
ド
ラ
マ
特
集
「
２
０
２
４
ド
ラ
マ
、
ニ

ュ
ー
ト
レ
ン
ド
」。
藤
田
真
文
理
事
と
桧
山
珠

美
テ
レ
ビ
部
門
副
委
員
長
に
よ
る
「
２
０
２
４

年
ド
ラ
マ
未
来
図
」
や
、
配
信
ド
ラ
マ
最
新
事

情
、「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
ラ
イ
フ
」演
出
の
水

野
格
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
で
構
成
。
表
紙

は
吉
高
由
里
子
さ
ん
、
ザ
・
パ
ー
ソ
ン
は
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｅ 

Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ａ
の
廣
瀬
智
之
さ
ん
。

・
同
号
か
ら
、
伊
藤
友
治
さ
ん
に
よ
る
国
際
報

道
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
連
載
「
国
際
報
道
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
！
」
を
ス
タ
ー
ト
。
初
回
は
４
ペ
ー
ジ
、

以
降
は
２
ペ
ー
ジ
で
掲
載
す
る
。
元
読
売
テ
レ

ビ
で
演
出
家
の
鶴
橋
康
夫
さ
ん
の
追
悼
（
４
ペ

ー
ジ
）、
10
月
25
日
開
催
の
放
懇
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

の
抄
録（
４
ペ
ー
ジ
）を
掲
載
す
る
。

・
３
月
号
特
集
は
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
問
題
に
よ
っ
て

あ
ぶ
り
出
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
諸
課
題
を
、
複

数
の
視
点
か
ら
論
考
す
る
。

・
４
月
号
特
集
は「
Ａ
Ｉ
と
放
送
」を
予
定
。

◇
選
奨
事
業
委
員
会

11
月
16
日
に
第
61
回
上
期
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
を

発
表
し
た
。

〈
テ
レ
ビ
部
門
〉  

桧
山
副
委
員
長

・
10
月
29
日
に
リ
ア
ル
で
月
評
会
を
開
催
し
た
。

10
月
度
月
間
賞
に
は
、「
何
曜
日
に
生
ま
れ
た

の
」（
朝
日
放
送
テ
レ
ビ
）、「
リ
ク
エ
ス
ト
ラ
ベ

ル
～
大
泉
洋
が
“
あ
な
た
だ
け
の
北
の
旅
”
ツ

ア
コ
ン
し
ち
ゃ
い
ま
す
～
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）、
夜
ド

ラ
「
わ
た
し
の
一
番
最
悪
な
と
も
だ
ち
」（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
Ｏ
Ｓ
Ｏ
18
“
怪
物

ヒ
グ
マ
”
最
期
の
謎
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
の
４
本
を
選

出
し
た
。

・
同
日
29
日
、
上
期
選
考
会
を
リ
ア
ル
で
開
催

し
、
上
期
入
賞
作
品
７
本
を
決
定
し
た
。

〈
ラ
ジ
オ
部
門
〉  

桜
井
委
員
長

・
11
月
21
日
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
定
例
会
を
開
催
し

た
。「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
の
人
気
番
組
」を
テ

ー
マ
に
、「
Ｍ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ 

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ 

Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
」（
エ
フ
エ
ム
も
え
る
）、「
難
民
ナ

ウ
！
」（
京
都
三
条
ラ
ジ
オ
カ
フ
ェ
）、「
コ
シ
バ

タ
カ
シ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
大
図
鑑
」（
Ｆ
Ｍ 

Ｈ
Ｏ
Ｔ
８
３
９
）、「
と
び
ベ
テ
ィ
の
ヨ
ー
ソ
ロ

ー
ア
タ
ッ
ク
！
」（
Ｆ
Ｍ
い
わ
き
）
を
聴
取
し
議

論
を
交
わ
し
た
。

・
10
月
27
日
、
31
日
に
上
期
選
考
会
を
リ
ア
ル

で
開
催
し
、
入
賞
候
補
作
品
８
本
を
決
定
し
た
。

〈
Ｃ
Ｍ
部
門
〉  

家
田
委
員
長

・
11
月
22
日
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
定
例
会

を
開
催
し
、
42
作
品
の
Ｃ
Ｍ
を
視
聴
し
た
。
大

塚
製
薬
カ
ロ
リ
ー
メ
イ
ト「
光
も
影
も
篇
」、
ｗ

ｉ
ｔ
ｈ
「
も
う
合
う
人
だ
け
と
出
逢
い
た
い
」
な

ど
の
Ｃ
Ｍ
が
注
目
を
浴
び
た
。

・
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
な
ど
、
旧
ジ
ャ
ニ
ー
ズ

の
起
用
の
現
状
に
つ
い
て
も
意
見
を
交
わ
し
た
。

・
10
月
26
日
に
上
期
選
考
会
を
リ
ア
ル
で
開
催

し
、
入
賞
候
補
作
品
13
本
を
決
定
し
た
。

〈
報
道
活
動
部
門
〉  

茅
原
委
員
長

・
10
月
30
日
に
上
期
選
考
会
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
で
開
催
し
、
入
賞
候
補
作
品
３
本
を
決
定

し
た
。

◇
企
画
事
業
委
員
会　

奥
副
委
員
長

・
10
月
25
日
開
催
「
放
送
批
評
懇
談
会
セ
ミ
ナ

ー
２
０
２
３　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
使
い
こ
な

せ
! !　

放
送
現
場
の
生
成
Ａ
Ｉ
攻
略
法
」
決
算

と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
以
下
の
通
り
。

申
込
数
１
２
５
名
（
一
般
37
名
、
維
持
会
員
53

名
、
Ｊ
―

Ｖ
Ｉ
Ｇ
17
名
、
正
会
員
15
名
、
Ｇ
メ

ン
バ
ー
２
名
、
学
生
１
名
）。

収
入
43
万
円
、
支
出
約
28
万
円
で
収
支
差
額
は

約
15
万
円
だ
っ
た
。

終
了
後
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
回
答
43

人
中
「
満
足
29
名
、
ま
あ
ま
あ
満
足
11
名
、
普

通
２
名
、
不
満
１
名
」
で
、
フ
リ
ー
ア
ン
サ
ー

も
含
め
て
評
価
は
高
か
っ
た
。
不
満
１
名
は
Ｃ

ｈａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
熟
練
者
に
よ
る
回
答
だ
っ
た
。

◇
広
報
委
員
会　

滝
野
委
員
長

・
10
月
27
日
、
Ｈ
Ｐ
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ン
テ
ン



5

ツ
」
に
〈【
座
談
会
】
２
０
２
３
年
秋
ド
ラ
マ
を

語
る
！
〉記
事
掲
載
。

・
Ｇ
メ
ン
バ
ー
：
１
２
４
５
名（
11
／
29
現
在
）。

・『
放
送
批
評
懇
談
会 

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
60
年

史
』
を
11
月
30
日
に
刊
行
。
冊
子
版
を
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
開
始
。
正
会
員
、
維
持

会
員
、
執
筆
者
、
贈
賞
式
出
席
の
申
込
者
な
ど

に
は
、
30
日
～
12
月
１
日
に
発
送
予
定
。
電
子

版
は
12
月
上
旬
発
売
予
定
。

・
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
賞
９
月
度
月
間
ノ
ミ
ネ
ー

ト
は
、「
パ
リ
ピ
孔
明
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）、
ド
ラ

マ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
「
み
な
と
商
事
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ

ー
２
」（
テ
レ
ビ
東
京
）、「
真
夏
の
シ
ン
デ
レ
ラ
」

（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）に
決
定
し
た
。

２
．
そ
の
他

①
入
退
会

維
持
会
員
入
会

Ｇｏｏｇ
ｌｅ（
Ｙｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）

正
会
員
退
会

隈
元
信
一
さ
ん
、
小
林
浩
子
さ
ん

②
理
事
選
挙
関
連

・
選
挙
管
理
委
員
会
発
足
（
選
挙
委
員
：
石
井

育
子
さ
ん
、
小
泉
世
津
子
さ
ん
、
西
川
博
泰
さ

ん
）

・
11
月
15
日
～
12
月
11
日
投
票
受
付

・
12
月
11
日
開
票

③
日
本
映
像
事
業
協
会
ヤ
ン
グ
映
像
ク
リ
エ
ー

タ
ー
を
励
ま
す
賞「
後
援
名
義
」使
用
の
件

後
援
を
承
認
し
た
。

④
日
韓
中
テ
レ
ビ
制
作
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告

11
月
８
日
～
11
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
「
日
韓

中
テ
レ
ビ
制
作
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
つ
い
て
、

音
理
事
長
、
事
務
局
の
山
本
よ
り
報
告
を
受
け

た
。

【
出
席
】
音
好
宏
、
川
喜
田
尚
、
藤
田
真
文
、
出

田
幸
彦
、
桜
井
聖
子
、
鈴
木
健
司
、
家
田
利
一
、

茅
原
良
平
、
滝
野
俊
一
、
市
村
元
、
奥
律
哉
、

風
間
恵
美
子
、
五
井
千
鶴
子
、
小
林
毅
、
長
井

展
光
、
仲
宇
佐
ゆ
り
、
桧
山
珠
美
、
山
田
健
太
、

中
島
好
登

会
議
記
録

［
11
月
］ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
日 

出
版
編
集
委
員
会

21
日 
（
選
奨
）ラ
ジ
オ
定
例
部
会

22
日 
（
選
奨
）Ｃ
Ｍ
定
例
部
会

29
日 
（
選
奨
）テ
レ
ビ
月
評
会

30
日 

理
事
会

日
中
韓
の
架
け
橋
と
し
て

�

崔
恩
瑛

　

初
め
ま
し
て
、
崔チ

ェ

恩ウ
ン

瑛ヨ
ン

と
申
し
ま
す
。

　

私
の
人
生
を
一
言
で
表
す
な
ら
、「
異

邦
人
」
と
い
う
言
葉
が
相
応
し
い
と
思
い

ま
す
。
私
は
朝
鮮
半
島
に
隣
接
す
る
北
間

島
で
生
ま
れ
、
そ
の
地
域
の
複
雑
な
歴
史

に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
育
ち
ま
し
た
。

中
国
で
の
生
活
で
、
周
囲
の
中
国
人
と
異

な
る
文
化
的
背
景
を
持
つ
「
異
邦
人
」
と

し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
さ
ら
に
韓
国
で
の

生
活
で
は
中
国
で
の
教
育
を
受
け
た
韓
国

人
と
し
て
、
そ
し
て
来
日
後
も
、
外
国
人

―
「
異
邦
人
」
と
し
て
現
在
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

異
文
化
の
な
か
で
感
じ
た
違
和
感
や
、

メ
デ
ィ
ア
の
事
件
に
対
す
る
解
釈
の
違
い

は
、
自
分
の
中
で
「
真
実
」
を
知
り
た
い

と
い
う
欲
求
を
引
き
出
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
経
験
が
、
私
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研

究
の
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

入
会
動
機
は
、
毎
年
放
送
批
評
懇
談
会

が
主
催
す
る
日
韓
中
テ
レ
ビ
制
作
者
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
関
わ
り
、
私
の
育
て
の
恩
で
あ

る
日
中
韓
の
架
け
橋
の
役
割
を
果
た
し
、

恩
返
し
を
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新 入 正 会 員 自 己 紹 介




